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調査問題（教科）の誤答から、指導のポイント例を示します。小学校にも中学校にも、また、

すべての教科等にも当てはまることです。日常的にできているかチェックしてみましょう。 

がんばる富山の

先生を応援！ 

小学校国語 中学校国語 

小学校算数  中学校数学 

調査問題の誤答や質問紙調査の結果を基に、指導のポイント例を示しました。 

先生方の日頃の取組を振り返ってみましょう。 

次
の 

 

部
ウ
を
漢
字
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（
…
略
…
）、
す
み
の
方
に 

つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ウ 指導のポイント例 

□漢字に直す問題では、場面を想像しながら

文全体を捉え、適切な漢字を用いるよう言
葉掛けをする。 

□既習の漢字を日常生活の中で適切に使う
ことができるよう機会を捉えて指導する。 

□日記や生活ノート、連絡帳等、自分が書い
た文章を読み返し見直す習慣が付くよう
に、繰り返し助言する。 

全国で見られた誤答→「重」「罪」「績」 

・文章中の平仮名を、習った漢字に直すとい
う基本的な問題の正答率が低い。 

・「罪」のように解答した児童については、「な
ぜこのように解答をしたのか」とその原因
に目を向ける。 

（
…
略
…
）「
吾
輩
」
は
「
黒
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど

の
よ
う
な
接
し
方
を
し
て
い
ま
す
か
。 

ま
た
、
あ
な
た
は
そ
の
よ
う
な
「
吾
輩
」
の
接
し
方
を
ど

う
思
い
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書

き
な
さ
い
。 

条
件
１ 

【
文
章
の
一
部
】
か
ら
、「
吾
輩
」
が
「
黒
」
を
評
価 

し
て
い
る
表
現
を
引
用
し
た
上
で
、「
吾
輩
」
が
「
黒
」 

に
ど
の
よ
う
な
接
し
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る 

の
か
を
書
く
こ
と
。 

条
件
２ 

条
件
１
の
よ
う
な
「
吾
輩
」
の
接
し
方
に
つ
い
て
、 

あ
な
た
の
考
え
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。 

指導のポイント例 

□「問われていることは何か」や
「条件はどんなことか」と問い

返し、児童生徒が確認する機会
を設ける。 

□問題文や条件で示された文が長
い場合には、大切な情報に線を
引くなどして、児童生徒自身が
問題の意味を捉える工夫ができ
るよう助言する。 

８人に、４Lのジュースを等しく分けます。 

１人分は何 Lですか。求める式を書きましょう。 

指導のポイント例 

□問題場面を正しく捉えるために、大切な情報に印を
付けるなどして問題文を読むよう助言する。 

□場面を想像しながら問題文を読み、答えの見当をつ
けることができるよう助言する。 

□具体的な生活場面を授業に取り入れ、日常の事象を
数理的に捉えることができるよう指導する。 

□具体物を操作したり、絵や線分図等で表したりする
など、量感を大切にした指導を繰り返し行う。 

長さが１ｍの棒を地面に対して垂直に立てたときにできる

影の長さについて、（…略…）調べました。 

 

 

 

このとき、（…略…）「経過した時間を決めると、それにともなって影の長さが

ただ１つ決まる」という関係があります。 

下線部を次のように表すとき、  と  に当てはまる言葉を書きなさい。 ① ② 

午前８時から経過した時間と影の長さ 

経過した時間(時間) ０ １ ２ ３ ４ ５ ６  ７  ８ 

影の長さ(ｃｍ) 190 124 96 80 79 96 130 193 350 

 

    は       の関数である。 ① ② 

指導のポイント例 

□児童生徒が、教科の用語を用いて
学習をまとめる機会を設定する。 

□学んだことを児童生徒が説明する
場を設定し、定義を理解できるよ
うにする。 

学校全体として、次のような取組も有効です。 
・生活時間見直し週間の設定等、家庭との連携の工夫 
・児童会、生徒会による自主的なルール作り 
・学校保健委員会等、専門家の話を聞く機会の設定 

日頃の指導を振り返ってみませんか？ ～全国学力・学習状況調査の結果を基にして～ 

本県の主な誤答→条件１で示され
ている引用がされていない記述 

・「問われていること」や「条件の内
容」などを捉えているか。 

本県の主な誤答→８÷４＝２ 

・数量の関係を正しく捉え、立式することに課題がみ
られる。 

・解答が正しいかどうかの見直しができているか。 

本県の主な誤答→①に「経
過した時間」、②に「影の長
さ」と、反対に解答 

・独立変数と従属変数の違
いや関数の意味を捉えて
いるか。 

質問紙調査の結果から、日頃の指導を見

直すことも大切です。 

児童生徒質問紙(5) 
普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テ 

レビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話 
やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか。 

◆本県の結果から以下のような現状が見えてきました。 
・「１時間以上」ゲームをする児童生徒の割合が、全国と比べて 
高い。 
〈小学校 ＋4.1ポイント、中学校 ＋3.7ポイント〉 

・「１時間以上」ゲームをする児童生徒の割合が、平成 29年度 
より小・中学校ともに大変増加している（※矢印参照）。全国 
も増加しているが、増加の割合は本県の方が高い。 
〈小学校 ＋22.9ポイント、中学校 ＋22.6ポイント〉 

 
指導のポイント例 

□児童生徒の家庭での過ごし方について把握し、児童生徒が自ら
の生活時間を考える場を設ける。 

□生活時間について指導する際には、よりよい生活をするよさや

意義に触れ、生活を改善していこうとする気持ちを養う。 

【
小
学
校
】 
【
中
学
校
】 


